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［四つのテスト］1. 真実かどうか 2. みんなに公平か 3. 好意と友情を深めるか 4. みんなのためになるかどうか
●例会日／金曜日〈12：30～13：30〉
●例会場／ホテル日航ノースランド帯広
●事務局／帯広市西3条南9丁目 帯広経済センタービル4F
　　　　　　　　　　　　　　     TEL 0155－25－7347

　皆さんこんにちは。 
　先週のＩＭはお疲れ様でした。皆さんがま
とまって作り上げた素晴らしいＩＭではなか
ったでしょうか。 　

　今週はＷＢＣの準決勝メキシコ戦、決勝戦のアメリ
カ戦と目が離せない試合の連続で朝７時からライブで
試合を見て、ワイドショーで見て、夜の再放送を見
て、同じ物を何回も見て感動していました。スポーツ
も昔とは変わったと感じました。昔は、スポーツ界は
縦社会で先輩の存在は絶対でしたが、今回の侍ジャパ
ンを見ていると年長のダルビッシュが若い選手に積極
的に声を掛け、上下の垣根を取り除いていたようで
す。北クラブも会社の規模の差はあれど例会に来たら
フラットな関係を築き、ちゃんと気使いのできる大人
の集りとしてみんなで仲良くまとまって行きましょ
う。 
■会務報告　　 　　　 　　　　　　及川　　悟　幹事
帯広北ＲＣ、３月３１日（金）の例会は、休会と致します
帯広北ＲＣ・帯広東ＲＣ・音更ＲＣ合同例会開催のご案内
～十勝ロータリー奨学会　奨学金支給式～
　日時　令和５年４月２５日（火）
　場所　ホテル日航ノースランド帯広
　※帯広北ＲＣは４月28日（金）の繰上げ例会と致します
■関口ＩＭ実行委員長挨拶

　先日のＩＭにおいて皆様のご協力のもと無
事に終わることが出来ました。他のクラブか
らも２年ぶりの懇親会付きのＩＭは非常に楽
しく良かったという声もありました。これも

皆様のご協力のおかげだと思っております。決算報告
についてはまだ集計されておりませんので、改めてご
報告させていただきます。次は多分４年～５年後に北
クラブでガバナー補佐を出しＩＭがあると思います
が、今の北クラブのメンバーが揃えば何でもできると

　

今回思いました。またその時にはご協力を宜しくお願
い致します。ありがとうございました。
■ニコニコボックスの発表　　  　 福田　和彦　副会長
ＩＭの時には皆様のお手伝い等ありがとうございまし
た。皆様のお陰で成功裏に終了した私は思いました。
貴クラブには改めて感謝致します。ありがとうござい
ました。
　→松原ガバナー補佐
インターシティミーティングご協力ありがとうござい
ました。
　→関口ＩＭ実行委員長
ＩＭ無事終了しました。ご協力ありがとうございまし
た。
　→川端ＩＭ実行幹事
ＩＭお疲れ様でした。関口実行委員長をはじめとする
会員の皆様お疲れ様でした。
　→及川幹事
ＩＭ出席できず申し訳ありませんでした。
　→柴田会員
夫の誕生日に記念品を頂き有難うございました。
　→廣瀬会員
■プログラム  　　　火ノ川　好信　プログラム委員長
【新入会員卓話】　　　　　　　　  廣瀬　允乃　会員

　皆様こんにちは。
　今日は私の経歴と花屋なのでお花に関する
話をさせていただきたいと思います。
　まず私の経歴からお話しさせていただきま

す。１９７０年（昭和４５年）に帯広市で生まれまし
た。弟が２つ下におりまして電気工事の会社を経営し
ております。２歳の時に父が大きな事故を起こしまし
て、幼稚園に入る５歳くらいまで愛国の祖父母と叔父
一家の家で育ちました。愛国駅がまだ古い木で出来た
駅舎のころでしたが、よく遊びに行き蒸気機関車が走
っている様子を良く眺めていました。祖父母がとても
花が好きな人だったので、お庭にはポンプもあってお
花が沢山咲いていまして、祖母は「私が死んでもお花
は切らさないでね」と言っていたそうです。子供の頃

■点　鐘
■国歌斉唱
■ロータリーソング（それでこそロータリー）
■副会長挨拶

福田　和彦　副会長

福田　和彦　副会長
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でしたのでとても大きく見えましたがダリアの花も沢
山植えられていまして賞をもらったと聞きました。大
人になって見るとこんなに小さかったのと思うくらい
立派なお花だったことを覚えております。また愛国は
寒かったので、祖父にアンカを用意してもらい布団に
入れて寝ていました。とても楽しい思い出が沢山あり
ます。
　学校出て社会人になり、１年半くらい帯広市内のお
花屋さんにお世話になりまして、その後札幌に行きま
した。いろいろな職種を経験したなかでお花の仕事に
戻ることになりましたが、そこで内閣総理大臣賞を受
賞するような素晴らしい先輩との出会いがありまし
た。またすでに他界しましたがこの会社の社長も素晴
らしい方で、社員は宝とおっしゃっていた方でした。
その先輩のもと修行をさせていただき、パルコのラル
フローレンのレディースのお花を生ける仕事を任せて
もらい週２回生けさせてもらっていました。「上手い
だけじゃだめだよ。個性が無きゃやっていけないけど
廣瀬なら大丈夫だよ」と言っていただき、つらい時も
その言葉を励みに頑張ってやってきました。
　体調を崩し帯広に戻ってきて、お花屋さんの店長を
やらせていただきながらもっとこうしたい、ウエディ
ングの仕事もしたいと希望が膨らんできて、意を決し
て２０００年の１１月に今のお店をオープンしまし
た。お店の名前はＭｉｙａｂｉ　Ｆｌｏｗｅｒｓと言
います。Ｆｌｏｗｅｒｓは海外でお花屋さんという意
味で、Ｆｌｏｗｅｒｓを使うことは始めに決めていま
したが、Ｍｉｙａｂｉの部分はすごく悩みまして愛情
のある名前が良いと考え弟の娘の名前をもらいまし
た。とても良い名前だと気に入っていますし、姪の名
前なので頑張ってやってかなきゃといつも思っていま
す。今年創業２３年で、賃貸で借りていた店舗から店
舗付き住宅に引っ越してから５年くらいになります
が、この間にいろんなことがあり、いろんな方との出
会いがあって今ここにいるということにとても感謝し
ています。
　お花に携わらない期間があったのですが、友人から
「枯れた花のようだよ」と言われました。いろいろな
仕事をしていてもお花が無いと寂しく、やったことの
ない仕事も挑戦しましたがお花屋さんでお花を買って
家で飾っていました。花の仕事に戻ったのも、お花屋
さんだったらいつも花に囲まれる生活ができると思っ
たからです。お花の力はすごいパワーがあると思いま
す。
　母はお花を育てるのがとても上手なのですが、園芸
屋さんが言っていたのはお花を育てるのが上手い人は
お花にパワーをあげられる人だということでした。私
は鉢花が得意ではなくていろいろ挑戦してもありきた
りにしかならないのですが、今までお花からエネルギ

ーをもらって生きてきたと思っています。エネルギー
をもらうという意味でお見舞いなどでもお花を持って
いくのかなと思います。忙しい時や余裕がない時はな
かなかお花を飾ろうという気にはならないかもしれま
せんが、目に留まったお花を家に一輪飾るだけでも心
が和むと思いますので皆さんもいかがでしょうか。
　最近男性のお客様も多くて、毎年プロポーズをされ
る男性が何人もいらっしゃいまして１０８本のバラの
花束のご注文をいただくこともあります。ある時はこ
れと一緒に渡したいと指輪を差し出されたときにはさ
すがに驚きました。その１０８本を買っていただいた
方がこのお花を残したいとお相手の方と一緒に来店さ
れた時はとても嬉しかったです。その後も気になるの
でまた来店してくれるといいなと思っています。男性
がお花を抱えている姿ってとても格好いいと思いま
す。「照れくさいからお花はちょっと・・・」という
男性が多いのですが、私はお花を持っている男性はす
ごく素敵で、男らしいと感じますが皆さんどうでしょ
う？記念日や誕生日にお花を持っていかれると格好い
いと私は思います。花屋なのでもらうことがないだけ
に羨ましく思います。
　業務内容については冠婚葬祭をやっていまして、お
誕生日、記念日、開店祝い、スタンドからアレンジメ
ント、胡蝶蘭などの鉢物もやっています。法事のお供
えのアレンジメント、お寺に飾る花瓶差し、お葬式の
スタンド花のお届けなども行っています。イーフロー
ラという全国ネットワークにも加盟しているので、全
国各地や今は海外もお届け出来て、場所によっては手
数料が掛からずに済みますので声を掛けていただけれ
ばと思います。
　話は変わりますが皆さん青いバラをご存じですか。
染めているのではなく色素が青いバラです。昔は青い
バラを作るとノーベル賞と言われていましたが、結構
前になりましたがサントリーでパンジーの青い色素か
らとってアプローズという青いバラを作ることに成功
しました。花言葉が喝采、夢が叶うということで、で
きた時には東京に見に行きました。フィギアスケート
の浅田真央選手が世界選手権やオリンピックの代表に
選ばれたときに持っていたのが印象的でした。お花は
凄くパワーがあるし、思いを伝えるものでもあるのか
なと思って観ていました。
　最後に札幌で出会った尊敬する先輩や社長におかげ
でお花の仕事に携われて、皆さんとこうした出会いを
得ることが出来たことに感謝しています。お花に囲ま
れて楽しく仕事をさせていただいておりますが、お花
の仕事をすると人の縁に恵まれてきました。これから
も皆様のお役に立てるようにお花の仕事に精進してい
きたいと思います。最後までご清聴いただきましてあ
りがとうございました。
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■次週のプログラム予定

■閉会宣言
■点鐘

■出席報告／窪田　篤弘　出席委員長

福田　和彦　副会長
〈木曜日〉足寄RC：足寄銀河ホール21
　　　　 清水RC：清水町中央公民館
　　　　 帯広西RC：北海道ホテル

　「休　会」 会員数 計算に用いる
会　員　数

ホームクラブ
出 席 数 メークアップ 欠　席 出席率

発　行／会報広報委員会　　　　 委員長／曽我　浩昌　

〈月曜日〉広尾RC：日高信金広尾支店
　　　　 帯広南RC：北海道ホテル
〈火曜日〉芽室RC：めむろーどセミナー
　　　　 帯広東RC：ホテル日航ノースランド

〈水曜日〉帯広RC：ホテル日航ノースランド
　　　　 上士幌RC：川村福祉会館
　　　　 音更RC：ハピオ木野

〇川崎　博史会員
 皆さんこんにちは。新入会員の川崎です。今
日は新入会員卓話という事なので、あらため
て簡単な自己紹介と　弊社川崎米穀の歴史を
話させて頂きます。よろしくお願いします。

 私は１９７０年、昭和４５年２月１５日に帯広市で生
まれ、緑が丘小学校、帯広第五中学校、そして帯広北
高等学校を卒業後、卒業後飲食店などを経験し、平成
３年に現在の川崎米穀に入社させて頂きました。平成
６年には結婚し、子宝にも恵まれ、現在妻と長女２６
歳、次女２４歳、三女が高校３年生、四女が中学１年
生の四姉妹の６人家族で幸せに暮らしています。ちな
みに、よく長女と四女が１４歳も離れていることから
再婚ですかと聞かれますが、離婚歴はなく嫁は一人な
のでお間違えないようお願いします。
 つづきまして、弊社川崎米穀の歴史を振り返ってみた
いと思います。弊社は、さかのぼる事いまから７４年
前、昭和２４年、祖父の常男が当時政府の直接統制下
におかれていた、お米の配給機関である食糧配給公団
北海道　帯広市所の配給員をしていたのですが、昭和
２６年３月３１日をもって食糧配給公団が廃止にな
り、お米の配給機関が民営化し、その年の４月に帯広
市緑ケ丘１条３丁目４番地（緑ヶ丘商店街の一本東側
の中通り住宅街）に川崎米穀を創業致しました。祖父
は創業から１６年後の昭和４２年４月に５７歳で逝去
（せいきょ）しまして、その後、代表者が私の父であ
る川崎儀明に変更となりました。
 この頃は収穫されたお米のほぼ全量は政府が管理し流
通させていたので、お米を買うのに米穀通帳と言うも
のが必要な時代でした。この米穀通帳は昭和１７年の
戦時中から始まり昭和４４年には　政府を通さず流通
する米を一部認めたため米穀通帳制度は形骸化し、通
帳が無くてもお米を買えるようになったのですが、有
名無実化の配給制度は昭和５７年まで続きました。
 昭和４２年に父が代表を継いだのですが、祖父の代は
ホクレンさんから精米したお米を仕入れ販売していた
のですが、これだと粗利が少ないと考えた父が、昭和
４６年４月に精米工場を開設し、玄米を仕入れ精米し
てお客様に販売をするスタイルに変更し、同年の６月
に有限会社川崎米穀として法人設立いたしました。
 その後、昭和５５年に　弊社は緑ヶ丘商店街に本社お

よび精米工場を移転しております。この頃はお米の販
売は人口１５００人に対し１店舗の割合で都道府県ご
との許可制でしたので、新規参入が出来ない、本当に
コメ業界にとっては天国のようないい時代だったと思
います。
 平成７年には流通団地にも精米工場及び倉庫を開設い
たしまして、ちょうどこの年に米の小売は許可制から
登録制となりました。人口による新規参入制限が撤廃
され、資本金や経営状態など一定の条件を満たせば米
を販売できるようになったのです。これまで弊社は一
般小売りをメインに販売していましたが、このころか
ら飲食店などの業務用米やスーパー関係の卸売りにシ
フトチェンジし米屋として、なんとか生き残ることを
考えた時期でもありました。そして平成９年２月に組
織名を変更し株式会社川崎米穀として新たなスタート
をきります。
 平成１７年１月に父から長男の川崎一憲が代表取締役
に就任。この頃、さらなる食糧法の改正により平成１
６年４月からお米の取扱事業者（事業規模２０精米ト
ン以上）は「登録制」から「届出制」に変更となり、
お米も一般食品同様、誰でも自由に販売できるような
商品になりました。
 平成２１年１月に楽天市場に初出店しＥＣ事業を展開
していきます。また平成２５年にＹａｈｏｏショッピ
ングにも出店します。この頃は自分自身がインターネ
ットでいろんな商品を購入していた事もあり、今後は
ネットショッピングが絶対主流になってくと思いＥＣ
事業を早々に立ち上げました。最初は知らない事ばか
りで右往左往する事が多く苦労することばかりでした
が、運よく北海道のお米が注目され始めたこともマッ
チて次第にリピート顧客を獲得することができ、現在
まで様々な賞を獲得するまでに至りました。
 令和４年７月本社西向かいに精米工場を新築開設しま
した。ＥＣ事業は立ち上げから１４年間、順調に売り
上げを推移し、本社の精米工場では生産能力が追い付
かず、昨年ようやく新たに本社の西向かいに精米工場
を新設し現在に至っています。
 駆け足で弊社の歴史をご説明いたしたが、時間の都合
上これで終わらせて頂きます。ご清聴ありがとうござ
いました。

　


